
一路博多へ

某k氏が結婚するというので披露宴出席のために大阪を発つ。
がけつ氏と新大阪で合流。
台風が気になるものの関空から出発出来そうなので、はるかで移動し嵐を呼ぶ男と互いに罵り合いつつ、天命を待つ。(苦
笑)
無事フライトするとの事なので、出発口へ。
波動レベルの高さが違うのか、がけつ氏がキッチリ持ち物検査のゲートで引っかかるのものクリアして搭乗。
JASのMD-81機だったと思うが、下手な絶叫マシンより楽しめたように感じる。
お願いだから、ドリンク希望者には出して欲しかったな。>JAS(ォ
福岡空港に着くも台風の影響か現地でも雨がまま降っている。
高速バスで最寄りまで移動し、迎えに来てもらう様にk氏宅に電話すると叔母さんと妹さんが現われ一緒に移動。
長閑な田園風景を抜けると旧家でなかなかの佇まいの実家に案内され仰天する。(笑)
謙遜するものの何だかんだ言っても広いのだ。
前日に泊りにくると1日早くお嫁さんに面通しが出来ると聞いていたが、その話は脆くも反故にされる。(ォ
ある事無い事吹き込むのはまだ先になりそうだ。
また、大学時代の新郎の友人も前泊していたので飲み食いしつつ話し込む。
k氏の従兄弟たちも交え、式に使う曲とかを選ぼうと言う事になったが夜も遅くなったのでかなり適当に選曲されてしまう。
まぁ気にしない事にしよう。
その後、適当に寝て明日に備える。
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